
１.議会日程
　定例会は２６日間の会期で開催されました。上程された議案は令和４年度決算１４件、令和４年度補正
　予算４件、条例４件、その他１２件の計３４件の議案を審議しました。

２.令和４年度決算状況
歳出額総額 借金 貯金

一般会計 ７５４億７，１１５万円 ３９０億円 ２０２億円
＊特別会計 １８５億３，５５０万円 ０．５億円 １８億円

水道事業（収益的）  ３１億８，２０５万円
水道事業（資本的）  １７億２，６８８万円
下水道事業（収益的）  ３９億３，５８３万円
下水道事業（資本的）  ３４億１，３９８万円
病院事業（収益的） １８３億４，５８３万円
病院事業（資本的）   １５億８，３３３万円
＊特別会計には「国民健康保険」など１０の会計があります

  　　 「一般会計」を１０，０００円札に置き換えた皆さんの税金の使われ方

   ＜令和４年度決算の所感＞
　　　一般会計及び特別会計の決算額の歳出は、前年度に比べ２．３％増額となっている。これは物価高騰
　　対応生活支援事業始め、ふれあい交流館等改修工事費の増加など主因となっている。また、歳入・歳出
　　差引額は黒字となっている。財政指標については、財政力指数は０．８１で前年度に比べ０．０３ポイント
　　低下しているが、経常収支比率は８７．５％と改善し、実質公債費比率は△０．８％で健全な数値となって
　　いる。また、実質収支比率は、９．６％と前年度比０．７ポイント上昇している。
　　したがって、本市の財政状況は、引き続き健全な状態を維持しています。

（裏面に続く）
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形式を選択して貼り付け

↓

その他の貼り付けオプション
（右から２番目(図））
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総務費1,491円
給与、選挙、交通安

全対策、防犯対策

など

衛生費 910円
保健衛生、環境対

策、ごみ処理など

土木費 744円
道路や橋梁、公園

の整備など

教育費 1,010円
教育等環境の整備、

生涯学習の推進

など

商工費 315円
商工業や観光振興

など

消防費 257円
消防や災害対策

など

公債費 711円
市が借りたお金

の返済

その他 161円
勤労者支援や農業振興

災害復旧など

諸支出金349円
市民病院の経営を

よくする支払い

など

民生費4,052円
高齢者福祉、障害

者福祉、児童福祉

など



３.令和５年度補正予算概要
　　一般会計（第５号）

◎主な追加補正された事業
　　　・災害救助費 １，６００万円 (6/2の豪雨対応)
　　　　（自動車災害見舞金）
　　　・環境衛生対策費 ９９３万円 (6/2の豪雨対応)
　　　　（防疫作業委託料）
　　　・ごみ収集管理運営費 ２億３，６６７万円 (6/2の豪雨対応)
　　　　（災害廃棄物収集運搬・処理等委託料）
　　　・被災農業者経営再建支援事業費補助金 ２億１，６００万円 (6/2の豪雨対応)
　　　　（被災農業者経営再建支援）
　　　・観光施設応急復旧費 ７１５万円 (6/2の豪雨対応)
　　　　（宮路山自然遊歩道等補修）
　　　・都市公園維持管理費 ７０万円
　　　　（グリーンヒル北公園時計修繕料）

　「とよかわ未来」は８月2８日に竹本市長へ令和６年度予算編成に対する要望書を提出しました。要望書は

　①さらなる防災対策の強化 　②財政健全化への取り組み

　③企業誘致と雇用創出 　④ファシリティマネジメント

　⑤人口増への取り組み 　⑥行政・自治体DX推進への取り組み

　の６項目の重要提言からなります。

　具体的には、政策要望を７項目１２４細目提案しました。要望は、会派の一人ひとりが

　議員活動のなかで聴きとった意見を集約したものです。

　 　政策課題調査特別委員会の所管事務調査の中で、「本庁舎等整備基本構想」が示されました。現在の

　本庁舎は１９６９年に、北庁舎は１９８５年に建築され老朽化が進んでいる。建て替えの方が大規模改修と

　比べてメリットがあるとし、２０２４年までに設計に着手することで、建設費用に「合併推進債」を活用すことが

　できる。この結果、建設費用のうち実質４５％の補助が国から出る。基本構想では、３案を想定している。

　各案とも、現在音羽支所にある教育委員会、一宮支所にある上下水道部を本庁舎へ

　移す。各案ともメリット、デメリットがあるため、今後それぞれの案について議論し、基本

　計画を策定する。２０２７年～２０２８年度に新庁舎を建設、２０２９年度供用開始し

  旧本庁舎解体や外構工事等後の２０３１年度全面供用開始の予定。これに関する

　住民説明会は、１０月下旬に市内５か所で実施されます。

暮らしの相談のご案内
郵便番号 ４４１－０２９５
連絡先 豊川市赤坂町平山１番地　東海理化音羽工場内「暮らしの相談室」
T　E　L ０７０－２２４４－１９９５
F　A　X ０５３３－８７－２８３２

トピックス
■会派（とよかわ未来）の要望書提出

■豊川市本庁舎建て替えへ


